
管
理
団
体
の
歴
史
と
変
遷

　

広
瀬
桃
木
両
用
水
土
地
改
良

区
は
、
利
根
川
か
ら
取
水
す
る

「
広
瀬
川
」や「
桃
ノ
木
川
」な
ど
、

前
橋
市
内
を
流
れ
る
農
業
用
水

を
管
理
す
る
公
共
団
体
で
す
。
前

橋
市
内
を
流
れ
る
広
瀬
川
、
桃
ノ

木
川
、
風
呂
川
、
馬
場
川
等
の
河

川
は
、
農
業
用
水
と
し
て
利
根
川

か
ら
取
水
す
る
こ
と
を
国
土
交

通
省
よ
り
許
可
を
得
て
流
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
農
業
用
水
利

権
（
許
可
水
利
権
量
）
」と
い
い
、

各
河
川
を
流
れ
る
農
業
用
水
を

使
っ
て
「
農
地
（
水
田
）
」を
耕

作
す
る
農
地
の
面
積
に
応
じ
て

許
可
水
利
権
量
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
各
河
川
は
「
農
地
（
水

田
）
」の
耕
作
時
期
に
合
わ
せ
て

許
可
水
利
権
量
が
決
ま
っ
て
お

り
、
年
間
を
通
し
て
通
水
量
も
変

動
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ド
ー

ム
前
橋
の
北
東
を
流
れ
る
風
呂

川
は
、
昭
和
39
年
ま
で
広
瀬
川
か

ら
直
接
、
分
水
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
一
部
水
路
で
は
、
建

設
当
時
の
粘
土
で
締
め
固
め
ら

れ
た
水
路
が
現
存
し
、
今
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
場
川

は
前
橋
市
大
手
町
地
内
で
風
呂

川
か
ら
分
水
さ
れ
、
市
街
地
を
流

れ
下
流
域
で
農
地
を
潤
し
て
い

ま
す
。
本
土
地
改
良
区
の
歴
史

は
、応
永
年
間（
１
３
０
０
年
代
）

ま
で
遡
り
ま
す
。
利
根
川
の
変
流

に
よ
り
現
在
の「
広
瀬
川
」や「
桃

ノ
木
川
」が
で
き
、
そ
の
頃
か
ら

多
く
の
夫
役
に
よ
り
管
理
さ
れ

て
き
た
と
、
古
文
書
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
に

「
広
瀬
桃
木
両
堰
水
利
土
功
会
」、

「
広
瀬
桃
木
両
堰
普
通
水
利
組

合
」と
変
革
し
、
昭
和
27
年
の
土

地
改
良
法
施
行
に
よ
り
、
現
在
の

公
共
法
人
へ
組
織
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

広
瀬
川
の
起
源
と
利
用

　

広
瀬
川
は
、「
広
瀬
用
水
」と

呼
ば
れ
、
現
在
の
前
橋
市
街
地
中

心
部
を
北
西
か
ら
南
東
に
流
下

し
て
い
た
利
根
川
が
１
５
４
２
年

の
大
洪
水
に
よ
っ
て
市
街
地
西
部

に
流
れ
を
変
え
、
残
さ
れ
た
広
漠

た
る
犯
濫
原
を
領
主
主
管
で
開

拓
し
、
か
ん
が
い
用
水
を
求
め
る

た
め
旧
河
道
を
利
用
し
て
造
ら

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
６
０
１
年
、
酒
井
重
忠
が
前
橋

（
厩
橋
）城
主
と
な
っ
て
か
ら
は

城
主
の
管
理
下
と
な
り
、
城
内
下

の
生
活
用
水
、
江
戸
へ
の
年
貢
米

や
城
下
に
物
資
を
運
ぶ
通
船
に

も
利
用
さ
れ
、
１
６
４
５
年
か
ら

用
水
筋
に
は
数
箇
所
に
河
岸
が

開
設
さ
れ
る
な
ど
古
く
か
ら
地

域
住
民
の
生
活
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
時
代

に
は
前
橋
市
内
に
お
け
る
製
糸

業
に
も
多
く
使
わ
れ
、「
糸
の
ま

ち
」と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

現
代
に
お
け
る
役
割

　

現
在
は
２
市
１
町
の
約
１
，

５
５
０
ha
の
農
地
（
水
田
）を
潤

す
他
、
防
火
・
環
境
用
水
等
多
目

的
に
利
用
さ
れ
、
６
月
～
10
月
の

か
ん
が
い
期
に
は
最
大
毎
秒
15

㎥
の
水
量
が
流
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
近
年
の
豪
雨
対
策
と
し
て
24

時
間
遠
隔
監
視
を
行
い
、
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
瀬
川

は
平
成
17
年
度
に
農
林
水
産
省

よ
り
全
国
の
「
疎
水
百
選
」に
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

～まちなかの河畔整備が進む今だから、
　　　　　　　 その源流と歴史を知ろう～

坂東大堰と坂東大堰合口
渋川市北橘町の｢坂東橋｣上流左岸側にあ
る｢坂東大堰合口｣。利根川河川内の坂東
大堰で水を堰き止め、坂東大堰合口より水
を取水しています。ここで取水した水が後
に、広瀬川や桃ノ木川を潤します。

前橋の象徴「広瀬川」!!

「水と緑と詩のまち」前橋のシンボルとして私たちに、安
らぎと潤いを与える広瀬川は、実は農業用水 !!
今後、農地が減少すると、水が流れなくなるかも !! 今回は、
前橋の経済発展の要となった「広瀬用水」の源流や歴史に
迫ってみました。

坂東大堰合口

坂東大堰

122024.04
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馬場川

広瀬川

前橋東照宮

前橋プラザ
元気21

前橋駅

中央
前橋駅

源英寺

萩原朔太郎
生家跡の碑

妙安寺

大蓮寺

熊野神社

前橋八幡宮

AQERU前橋

前橋神明宮

立川町通り

銀座通り

馬場川通り

千
代
田
通
り

弁
天
通
り

中
央
通
り

TOPICS

広瀬川制水門
｢疎 水 百 選｣ に も 選 出 さ れ た
広瀬用水のスタート地点。グ
リーンドーム前橋の北東に位
置し、住宅内を勢いよく水が
流れていきます。

交水堰
明治時代には製明治時代には製
糸業が発展し水糸業が発展し水

車や工業用水としても利用され、"糸のまち"の車や工業用水としても利用され、"糸のまち"の
往時を偲ばせる堰。現在は大柳に囲まれ、春に往時を偲ばせる堰。現在は大柳に囲まれ、春に
は桜とのコントラストで前橋を代表する魅力は桜とのコントラストで前橋を代表する魅力
的景観のひとつとして親しまれています。的景観のひとつとして親しまれています。

River'FES in 広瀬川
市民に広瀬川を更に親しん市民に広瀬川を更に親しん
で貰うことを目的に、交水で貰うことを目的に、交水
堰を利用してRiver'FESを堰を利用してRiver'FESを

開催しています。「サップ」でのタイムトライアルやアヒル開催しています。「サップ」でのタイムトライアルやアヒル
の人形を使ったダックレース等子供から大人まで楽しめの人形を使ったダックレース等子供から大人まで楽しめ
るイベントを行っています。るイベントを行っています。

前橋文学館
「水と緑と詩のまち」「水と緑と詩のまち」
の前橋。平井晩村、高の前橋。平井晩村、高
橋元吉、萩原恭次郎、橋元吉、萩原恭次郎、
伊藤信吉ほか前橋ゆかりの多くの詩人の直筆原伊藤信吉ほか前橋ゆかりの多くの詩人の直筆原
稿などを展示。特に、口語自由詩を確立し、近代稿などを展示。特に、口語自由詩を確立し、近代
詩史に大きな足跡を残した。朔太郎資料は原稿詩史に大きな足跡を残した。朔太郎資料は原稿
など全国一の質と量を有します。など全国一の質と量を有します。

臨江閣
1884年9月、当時の群馬県令・楫取素彦や市内の有1884年9月、当時の群馬県令・楫取素彦や市内の有
志らの協力と寄付により迎賓館として建てられま志らの協力と寄付により迎賓館として建てられま
した。近代和風の貴重な木造建築で、本館・別館・茶した。近代和風の貴重な木造建築で、本館・別館・茶
室から成る、国指定の重要文化財です。室から成る、国指定の重要文化財です。

広瀬川白く流れたり　広瀬川白く流れたり　
時さればみな幻想は消えゆかん。時さればみな幻想は消えゆかん。
われの生涯を釣らんとして　われの生涯を釣らんとして　
過去の日川辺に糸をたれしが過去の日川辺に糸をたれしが
ああかの幸福は遠きにすぎさり　ああかの幸福は遠きにすぎさり　
ちひさき魚は眼にもとまらず。ちひさき魚は眼にもとまらず。

「広瀬川」（『純情小曲集』1925）　　「広瀬川」（『純情小曲集』1925）　　
詩人 萩原朔太郎詩人 萩原朔太郎

太陽の鐘
1999年まで静岡県内のレジャー1999年まで静岡県内のレジャー
施設に設置されていた、世界的芸施設に設置されていた、世界的芸
術家である岡本太郎氏による作術家である岡本太郎氏による作
品「太陽の鐘」。施設が閉園後20年品「太陽の鐘」。施設が閉園後20年
ほど眠っていた幻の作品が2018ほど眠っていた幻の作品が2018
年に前橋のシンボルとして、広瀬年に前橋のシンボルとして、広瀬
川河畔に移設されました。川河畔に移設されました。

十六本堰
16本の杭で造られたことから由16本の杭で造られたことから由
来する｢十六本堰｣。広瀬川から端来する｢十六本堰｣。広瀬川から端
気川を分水する広瀬川水系最大気川を分水する広瀬川水系最大
の分水堰。2000年に改修が完了の分水堰。2000年に改修が完了
し、現在のレンガ作りの堰建屋へし、現在のレンガ作りの堰建屋へ
と変わりました。と変わりました。

萩原朔太郎記念館

前橋市昭和町一丁目２番７号
TEL:027-231-2090
URL:http://www.koutou-t.jp
施設見学や説明会も行っています。
ご希望の方はご連絡ください。

広瀬桃木両用水土地改良区
事務局長　小池俊也

取材協力

広瀬川河畔にたたずむ

前橋市
街地中

心部で水しぶきが印象的な

｢広瀬川（
広瀬用水

）｣の

朔太郎の生家跡

「サップ！？」
広瀬川散策の休憩スポット

スタート地点

明治時代のレトロな雰囲気を
残す迎賓・貴賓館

岡本太郎氏による
幻の作品

明治時代の建物を彷彿する分水堰

「近代詩のふるさと」
ならではの資料の数々

13 2024.04

群馬中央バス株式会社群馬中央バス株式会社
安全第一・お客様第一・信用第一
そして心に残る旅をお約束

群馬中央バス株式会社
〒３７９－２１２１　前橋市小屋原町３８４－１

http://gunmachuobus.co.jp/
☎０２７－２８０－８６１０

１日８便
好評運行中

高速バス

共同運行会社 ジェイアールバス関東

（現在運休便あり）

全便指定席
乗り換えなしで便利
詳しくは、HPをご覧ください。

前橋駒形

伊勢崎各地

バスタ新宿

東京駅

PC03
四角形


